
【 保育士等による自己評価　 結果】

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ⅰ　 保育目標・ 保育方針

1 園の保育目標や保育方針は理解し ている。 12 3 0 0

2 園の保育目標が子ども たちの中に生き ている。 11 4 0 0

3 園の保育目標は社会の要請や保護者の願いが反映さ れている。 11 3 1 0

4 園の保育目標は全職員の共通理解を図っ ている。 12 3 0 0

5 運営規程は職員や保護者に周知さ れている。 10 5 0 0

Ⅱ　 保育計画

1 園の保育計画は、 保育目標を生かし て作ら れている。 12 3 0 0

　 2 子ども たちの年齢ごと の保育計画がある。 15 0 0 0

3 園の保育計画は、 園長・ 主任保育士と 保育士が話し 合いながら 作ら れている。 12 3 0 0

　 　 4 園の保育計画は、 必要に応じ て見直さ れている。 12 3 0 0

5 園児のし たいこ と や、 興味のあるこ と を取り 入れら れるよう になっ ている。 13 2 0 0

Ⅲ　 保育環境

1 保育環境を常に清潔に保ち、 美観を大切にし 心地よい環境で保育ができ るよう に努めている。 13 2 0 0

　 2 室内の温度、 湿度、 換気、 照明等は園児の活動に合わせて配慮し ている。 14 1 0 0

3 安心でき る人的・ 物的環境を作り 「 感覚」 の働き を豊かにするよう に配慮し てい 13 2 0 0

　 　 4 屋外での活動の場があり 、 園児が安全に活動し やすい環境を整えている。 12 3 0 0

5 年齢の異なる園児が、 触れ合えるよう な環境構成をし ている。 15 0 0 0

Ⅳ　 保育内容・ 方法

1 全ての園児について、 一人ひと り の最善の利益と その人権を尊重し ている。 12 3 0 0

2 園児にわかり やすい温かな言葉遣いで穏やかに話をし ている。 11 4 0 0

3 基本的生活習慣は園児の発達を 考慮し 、 家庭と 連携し て状況に応じ て対応し ている。 13 2 0 0

4 身近な自然に触れる機会を用意し 、 季節感や豊かな感性を育む考慮をし ている。 15 0 0 0

5 園児同士の関わり で、 順番を 守るなどの社会的ルールを 身に付ける配慮を し ている。 15 0 0 0

Ⅴ　 食育

1 いろ いろ な味に親し み、 喜んで食事ができ るよう にし ている。 14 1 0 0

2 食材に興味を持ち、 名前を覚えるよう な声かけをし ている。 12 2 1 0

3 食事中のマナーを知り 、 守っ て、 楽し く 食事ができ る環境に心掛けている。 13 2 0 0

4 栄養素について興味・ 関心を 持ち、 苦手な食べ物も 食べら れるよう に工夫し ている。 11 4 0 0

5 野菜を育てる課程を楽し み、 収穫の喜びを味わい、 達成感が得ら れるよう にし ている。 15 0 0 0

Ⅵ　 保育士の役割・ 資質向上

1 一人ひと り の園児をよく 観察するよう に心掛けている。 12 3 0 0

2 全ての園児に平等に接するよう に心掛けている。 12 3 0 0

3 その場にふさ わし い言葉遣いができ ている。 12 3 0 0

4 研修に行っ た研修内容は、 全員に周知し ている。 15 0 0 0

5 園児のモデルと なれるよう に気を付けている。 9 4 2 0

6 保護者と の信頼関係が出来ている。 9 4 2 0

Ⅶ　 子育て支援

1 園児の送迎時に園児の様子を保護者に伝えている。 12 3 0 0

2 保護者の子育てについての相談に乗っ ている。 9 5 1 0

3 子育て支援の内容について全員で話し 合いをし ている。 11 3 1 0

4 子育て講演、 情報提供を行っ ている。 10 3 2 0

5 保育参観等の機会を設け、 保護者に保育を理解し ても ら う 工夫をし ている。 10 3 2 0

評価
内容

Ａ ： そう 思う 　 Ｂ ： まぁ そう 思う 　 Ｃ ： あまり そう 思わない　 Ｄ ： そう 思わない
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Ⅷ　 地域住民や関係機関と の連携

1 地域の人々と 親し く 挨拶ができ ている。 13 2 0 0

2 地域の人は、 園のこ と に興味を持っ たり 、 園の方針を理解し ている。 9 5 1 0

3 地域の行事に参加し 、 地域の文化や生活に触れている。 14 1 0 0

4 地域の人と の交流を大切にし ている。 12 3 0 0

Ⅸ　 運営管理

1 園内で知り 得た事柄について守秘義務を徹底し ている。 15 0 0 0

2 園長や主任・ 職員の役割分担と 責任が明確にさ れ、 園児や保護者への対応が出来る体制がある 12 3 0 0

3 保護者の意見はし っ かり と 聞き 、 園長に報告し ている。 13 2 0 0

4 園の施設の安全点検、 衛生管理をし っ かり 行っ ている。 13 2 0 0

5 事故災害時のマニュ アルがあり 、 対応がすぐ 出来るよう にし ている。 12 3 0 0

6 緊急時のために医療機関等の連絡先が決まっ ている。 15 0 0 0

【 保育園による自己評価と 改善】

研修報告は、 報告書と 併せて毎月の職員会議にて周知さ れている。
また、 保護者と の連携にも 努めている。 その他キャ リ アアッ プ研修
等。

保育園の理念･方針・ 目標を再確認し て明確にし なければなら ない。
また、 子ども 一人ひと り の人格を尊重し て保育を行う 。

子育てについての不安・ 疑問を逐次対応し ている。 保育の様子を
保護者に伝えている。 気軽に相談でき る環境構築の改善を要する。

主に地域における安全性の確認、 小学校や療育施設、 行政と き め細や
かな連携を図る。

Ｓ Ｎ Ｓ 等で簡単に情報が拡散さ れる時代において、 個人情報の漏洩は
運営の危機に繋がる。 守秘義務遵守を心掛ける。
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Ⅸ　 運営管理

職員間の共通意識のも と で計画を立てなければなら ない。
今後も 継続し てコ ロナ禍を考慮の元に取り 組む。

園庭の整備と と も に、 遊びの空間作り に取り 組んでいる。 安全性が高
く  子ども の動線に配慮し た環境を設定し 、 死角をつく ら ない。

個々の成長をし っ かり と 把握し 、 それぞれの成長に応じ た保育を
し なければなら ない。

毎月「 食育活動の日」 を設け、 様々なカ テゴリ ーの活動を行い
食に関し て興味を持たせている。 また、 食を通し て本来の力を取り 戻
す。


	Sheet1

